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POLITICS
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
別

人
の
情
報
が
紐
づ
け
ら
れ

る
事
象
が
多
発
し
、
混
乱

が
広
が
っ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
公
金
受
取
口
座
や
健
康
保
険
・
年

金
情
報
の
紐
づ
け
間
違
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
っ
た
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
発
行

サ
ー
ビ
ス
で
の
不
具
合
な
ど
が
相
次
ぎ
、
そ

の
原
因
は
自
治
体
や
健
康
保
険
組
合
職
員
の

手
作
業
に
よ
る
人
為
的
な
ミ
ス
や
シ
ス
テ
ム

の
設
計
ミ
ス
な
ど
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

岸
田
文
雄
首
相
は
６
月
、「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
情
報
総
点
検
本
部
」
を
設
置
し
、
関
連
す

る
全
て
の
デ
ー
タ
の
点
検
を
今
秋
ま
で
に
完

了
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
日
本
政
府
は
現

行
の
健
康
保
険
証
を
２
０
２
４
年
の
秋
に
廃

止
し
、
原
則
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
一
体
に
し
た
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に
移
行

す
る
方
針
を
決
定
し
て
い
る
が
、
ト
ラ
ブ
ル

個 WEDGE

OPINION

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
お
り
、国
民
の
不
信
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

日
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
。デ
ン
マ
ー
ク
の
デ
ジ
タ
ル
国
家
へ
の
歩
み
か
ら
示
唆
を
得
る
。

混
乱
続
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

「
長
期
視
点
」で
将
来
像
を
描
け

が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
で
、
与
野
党
か
ら
延

期
の
検
討
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る

（
７
月
28
日
現
在
）。

　

日
本
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
16
年
に
開

始
し
た
。
総
務
省
に
よ
る
と
、
７
月
23
日
時

点
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は

74
・
５
％
だ
が
、
そ
の
数
字
が
急
速
に
伸
び

始
め
た
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
拡
大
し
た
20
年
以
降
で
あ
る
。

　

日
本
の
報
道
を
客
観
的
に
見
て
い
る
と
、

近
年
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
拡
大
や
カ
ー

ド
の
普
及
自
体
が
目
的
化
し
、
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
不
在
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
民

に
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
伝
わ
ら
な
い
ま
ま
早
急

に
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
す
ぎ
て
い
る
印
象
を

受
け
る
。

　

私
の
住
む
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
国
連
が
発
表

す
る
最
新
の
世
界
電
子
政
府
ラ
ン
キ
ン
グ
で

１
位
で
あ
り
、
実
生
活
の
中
で
デ
ジ
タ
ル
化

マイナポイントの交付でマイナンバーカードの普及拡大を図ってきたが･･････

YO
S

H
IO TS

U
N

O
D

A
/A

FLO

安岡美佳
Mika Yasuoka

デンマーク・ロスキレ大学 准教授

京都大学大学院情報学研究科修士、東京
大学工学系先端学際工学専攻を経て、
2009年にコペンハーゲンIT大学博士号
取得。同大学助教、デンマーク工科大学
リサーチアソシエイツを経て現職。北欧
研究所代表を兼務。専門はAI、ロボット、
ITの社会実装。共著に『北欧のスマート
シティ』（学芸出版社）。
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き
し
む
日
本
の
建
設
業

こ
れ
で
は
国
土
が
守
れ
な
い

道路や橋、高層ビルに新築戸建て……。

誰もが日々、当たり前のように使うインフラや建築物にも、それらをつくり、支える人たちがいる。

世は「働き方改革」全盛の時代─。その大波は建設業界にも押し寄せる。

だが、目先の労働時間削減だけでなく、直視すべきは深刻な人手不足や高齢化、上がらぬ賃金などの課題だろう。

インフラや建築物は、まさに日本の「機能」であり「国土」そのものでもある。

〝これまでの〟当たり前を、〝これからも〟続けていけるのか─。

その分水嶺にある今、どのようにして国土を守っていくべきか、立ち止まって考えたい。

出
井
康
博
、
蟹
澤
宏
剛
、
紅
林
章
央
、
三
木
千
壽
、
堀
川
晃
菜
、
森
地 
茂
、
宮
本
洋
一

編
集
部
（
野
川
隆
輝
、友
森
敏
雄
、
野
口
千
里
）

Wedge Special Report

残
業
規
制
よ
り
本
質
的
課
題
に
メ
ス
を
入
れ
よ

W
ATARU SATO
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に
フ
ァ
ン
の
つ
い
た
「
空
調
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
」

を
着
る
こ
と
が
定
番
に
な
っ
た
。
だ
が
、

「
35
度
を
超
え
る
と
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
熱
風

を
浴
び
て
い
る
よ
う
だ
」
と
技
能
者（
職
人
）

の
一
人
が
教
え
て
く
れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
で
は
連
日
、
キ
ャ
ス
タ
ー
や
気

象
予
報
士
が
「
猛
暑
日
な
の
で
、
不
要
な
外

出
は
控
え
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る
。

そ
ん
な
過
酷
な
状
況
の
中
、
家
族
の
た
め
、

夢
の
た
め
、
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
の
た
め

…
…
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
持
っ
た
人
た
ち

が
働
い
て
い
た

│
。

　

そ
ん
な
現
場
を
よ
そ
に
、
エ
ア
コ
ン
が
効

い
た
快
適
な
〝
会
議
室
〞
で
は
建
設
業
界
の

働
き
方
改
革
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

２
０
２
４
年
４
月
を
前
に
、
建
設
業
界
が
慌

猛
暑
が
続
い
て
い
る
。
工
事

現
場
で
は
、
安
全
の
た
め

暑
い
夏
で
も
半
袖
は
厳
禁

だ
。
夏
場
は
左
右
の
脇
腹

た
だ
し
い
の
は
こ
の
た
め
だ
。
19
年
に
施
行

さ
れ
た
時
間
外
労
働
の
上
限
を
定
め
る
改
正

労
働
基
準
法
が
、
５
年
間
の
猶
予
期
間
を
経

て
遂
に
適
用
さ
れ
る
（
15
頁
図
）。
上
限
を

超
え
た
場
合
は
、
使
用
者
に
対
す
る
罰
則
規

定
も
あ
る
。

　

今
年
３
月
に
行
わ
れ
た
斉
藤
鉄
夫
国
土
交

通
大
臣
と
建
設
業
関
連
団
体
の
意
見
交
換
会

で
は
、
働
き
方
改
革
の
推
進
が
主
要
テ
ー
マ

と
な
り
、
全
て
の
関
係
者
が
週
休
２
日
（
４

週
８
休
）の
確
保
を
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

工
期
の
適
正
化
に
取
り
組
む
こ
と
も
申
し
合

わ
さ
れ
て
い
る
。

　

国
交
省
の
担
当
者
は
、「
厚
生
労
働
省
と

連
携
し
て
働
き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
業

界
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
、
建
設
業
の
魅
力

向
上
と
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
げ
た
い
」
と

意
気
込
む
。

　

た
し
か
に
、
建
設
業
の
働
き
方
は
ハ
ー
ド

だ
。
国
交
省
の
公
表
資
料
に
よ
れ
ば
、
全
産

Part 1

INTRODUCTION

２
０
２
４
年
４
月
、遂
に
建
設
業
に
も
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
る
。

だ
が
、そ
れ
だ
け
で
は
到
底
解
決
し
な
い
課
題
が
あ
る
。ま
ず
は
業
界
内
の
反
応
を
探
ろ
う
。

建
設
業
の
魅
力
向
上
の〝
本
丸
〟は

「
働
き
方
改
革
」に
あ
ら
ず

文
・
編
集
部
（
野
川
隆
輝
、
友
森
敏
雄
）
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私
が
建
設
業
界
に
入
っ
た
の
は
、
学
生
時

代
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
き
っ
か
け
で
す
。
当
時

は
バ
ブ
ル
景
気
の
真
っ
只
中
で
、
今
と
同
じ

よ
う
に
職
人
が
不
足
し
て
い
た
。
学
生
バ
イ

ト
に
も
１
日
１
万
２
０
０
０
円
を
支
払
っ
て

く
れ
た
ほ
ど
。
現
場
に
は
い
い
人
が
多
く
て

ね
。
だ
か
ら
一
般
企
業
に
は
就
職
せ
ず
、
大

工
の
道
に
進
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
昔
も
今

も
大
卒
の
職
人
な
ん
て
珍
し
い
で
す
。
今
と

な
っ
て
み
れ
ば
、
人
生
を
間
違
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
（
苦
笑
）。

　

大
工
を
や
っ
て
30
年
以
上
経
つ
の
で
、
現

場
の
職
長
を
任
さ
れ
、
若
い
人
を
教
え
る
機

会
も
増
え
て
い
ま
す
。
で
も
日
当
は
1
万

8
0
0
0
円
で
す
。
残
業
す
る
と
少
し
は
増

え
ま
す
が
、
学
生
バ
イ
ト
の
30
年
前
と
そ
ん

な
に
変
わ
ら
な
い
。
業
界
以
外
の
人
は
驚
く

で
し
ょ
う
。こ
れ
が
建
設
現
場
の
現
実
で
す
。

　

国
交
省
が「
職
人
の
賃
金
を
上
げ
る
た
め
」

と
始
め
た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
っ
て
給
与
に
還
元
さ
れ

て
い
る
と
い
う
実
感
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に

登
録
料
だ
け
は
し
っ
か
り
取
る
。
制
度
を
つ

く
っ
た
人
の
意
図
は
私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
運
営
し
て
い
る
の
は
国
交

省
の
関
連
機
関
な
の
で
、
自
分
た
ち
の
居
場

所
づ
く
り
の
た
め
な
の
で
は
な
い
か
と
穿
っ

た
見
方
を
す
る
職
人
が
多
い
。

　

や
は
り
国
交
省
が
推
進
す
る
「
週
休
2
日

制
」
も
評
判
が
悪
い
。
現
場
は
ど
こ
も
週
休

1
日
で
動
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
人
手
が

足
り
ず
、
工
期
に
間
に
合
わ
せ
る
の
が
や
っ

と
の
状
態
。
週
６
日
で
や
っ
て
い
る
仕
事
を

５
日
で
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
今
で
も
厳
し

い
現
場
の
負
担
が
さ
ら
に
増
す
だ
け
。

　

休
み
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
ぶ
ん
私
た
ち
の

収
入
も
減
っ
て
し
ま
う
。役
所
が
本
気
で「
週

社
長
は
普
段
か
ら
も
ち
ろ
ん
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
な
の
で
し
ょ
う
が
、
ゼ
ネ
コ
ン
の

担
当
者
た
ち
の
夜
の
会
食
に
励
ん
で
い
ま

す
。
少
し
で
も
よ
い
条
件
で
仕
事
を
も
ら
お

う
と
し
て
の
こ
と
。
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
か

ら
回
っ
て
く
る
仕
事
は
年
単
位
の
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
多
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
安
く
叩

か
れ
て
も
、
長
期
の
仕
事
を
確
保
し
よ
う
と

請
け
て
し
ま
う
。

　

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
関

休
２
日
に
な
れ
ば
職
人
を
目
指
す
人
が
増
え

る
」
と
考
え
て
い
る
と
し
た
ら
首
を
か
し
げ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
今
年
10
月
か
ら
導
入
さ

れ
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
も
個
人
事
業
主

の
「
一
人
親
方
」
に
は
大
打
撃
。
い
っ
そ
う

職
人
が
減
る
に
違
い
な
い
。

　

建
設
業
界
の
問
題
は
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
個
人
的
に
は
思
っ
て

い
ま
す
。「
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
」
と
呼
ば

れ
る
大
手
の
売
上
高
は
、
ど
こ
も
年
１
兆
円

を
超
え
て
い
る
。
そ
の
売
上
高
を
も
っ
と
増

や
そ
う
と
、
施
主
か
ら
安
い
価
格
で
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
受
注
す
る
。
ゼ
ネ
コ
ン
は
受
注
額

が
安
か
ろ
う
と
〝
中
抜
き
〞
す
る
の
で
基
本

的
に
損
は
し
な
い
。
そ
の
ぶ
ん
割
を
食
う
の

は
、
安
い
単
価
で
仕
事
を
割
り
振
ら
れ
る
１

次
以
下
の
下
請
け
で
す
。
１
次
下
請
け
、
２

次
下
請
け
、
そ
し
て
末
端
の
職
人
へ
と
、
ゼ

ネ
コ
ン
の
ツ
ケ
が
順
番
に
回
さ
れ
て
い
る
。

　

私
は
１
次
下
請
け
業
者
の
社
員
で
す
が
、

Part 2-2

CRAFTMAN

「
現
場
の
課
題
と
仕
事
の
醍
醐
味
と
は
？
」こ
の
道
30
年
の
ベ
テ
ラ
ン
大
工
と
、

鍛
冶
工
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
若
手
職
人
の
本
音
に
迫
る
。

ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
職
人
に
聞
く

建
設
業
界
の
課
題
と
醍
醐
味

文
・
出
井
康
博  
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

VECTO
RIG/GETTYIM

AGES

片
山
淳
一
さ
ん（
仮
名
）

50
代
・
大
工
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激
し
い
揺
れ
が
帝
都
を
襲
っ
た
。
東
京
市
内

で
は
約
７
万
人
が
命
を
落
と
し
、
市
域
の

43
・
６
％
が
焦
土
と
化
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
未
曽
有
の
災
害
時
に
内
閣
は
不
在
で
あ
っ

た
。

　

８
月
24
日
に
加
藤
友
三
郎
首
相
が
病
気
で

亡
く
な
り
、
28
日
に
山
本
権
兵
衛
に
組
閣
の

大
命
が
下
っ
た
が
、
最
大
勢
力
の
政
友
会
や

有
力
政
治
家
の
協
力
が
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
難
航

し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
初
代
鉄
道
院
総
裁

や
東
京
市
長
も
務
め
た
後
藤
新
平
が
動
い

た
。
９
月
２
日
早
朝
、後
藤
は
山
本
を
訪
ね
、

固
辞
し
て
い
た
入
閣
を
受
諾
。
ま
だ
余
震
や

大
火
が
収
ま
ら
ぬ
そ
の
夜
に
、
赤
坂
離
宮
の

芝
生
の
上
で
親
任
式
が
行
わ
れ
、
後
藤
は
復

興
を
所
管
す
る
内
務
大
臣
に
就
任
し
た
。

　

後
藤
は
矢
継
ぎ
早
に
対
策
を
打
ち
出
し

た
。
９
月
９
日
に
は
事
業
費
41
億
円
の
復
興

案
を
発
表
。
27
日
に
は
内
閣
の
中
に
帝
都
復

興
院
を
立
ち
上
げ
、
後
藤
は
大
臣
に
あ
た
る

総
裁
に
就
任
し
た
。
復
興
院
の
幹
部
に
は
、

鉄
道
院
総
裁
時
代
の
腹
心
の
部
下
で
戦
後
に

国
鉄
総
裁
と
し
て
新
幹
線
建
設
を
推
進
し
、

「
東
海
道
新
幹
線
の
生
み
の
親
」
と
呼
ば
れ

ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
前

│
。
１
９
２
３
（
大
正

12
）
年
９
月
１
日
午
前
11

時
58
分
、
関
東
大
震
災
の

隅田川に架かる橋の形は実に多彩で、「橋の博物館」とも呼ばれる。このような川は世界でも稀だ。
関東大震災から100年を迎える今、復興に込められた当時の土木技術者たちの想いに迫る。

関東大震災から100年
未来を見つめた技術者たちの想い

隅田川に架かる橋の一つ、永代橋。
工事費はトラス橋の３倍以上に上
ったが、耐久性に優れ、東京大空
襲の空爆にも耐え抜いた

Part 4

ENGINEER

文・紅林章央  Akio Kurebayashi

東京都道路整備保全公社
道路アセットマネジメント推進室長

THE MAINICHI NEWSPAPERS/AFLO
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た
。
家
屋
の
浸
水
や
自
動
車
の
水
没
な
ど
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
２
号
の
襲

来
は
記
憶
に
新
し
い
。
市
内
全
域
に
避
難
指

示
が
出
さ
れ
、
行
政
は
住
民
に
身
の
安
全
確

保
を
呼
び
か
け
る
。
そ
ん
な
中
、
地
域
の
建

設
会
社
に
勤
め
る
社
員
が
向
か
っ
た
先
は
い

つ
も
の
職
場
だ
っ
た
。

「
道
路
の
浸
水
に
備
え
て
、
朝
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
に
看
板
や
バ
リ
ケ
ー
ド
を
積
み
込
み
、
現

場
に
向
か
う
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
」

　

藤
城
建
設
（
同
市
）
の
丹
治
考
詞
土
木
部

長
は
こ
う
振
り
返
る
。
同
社
は
こ
の
日
、
県

道
69
号
豊
橋
乗
本
線
の
大
江
川
に
架
か
る
鷺さ

ぎ

橋ば
し

の
担
当
で
、
行
政
か
ら
は
実
際
に
浸
水
し

た
ら
通
行
止
め
に
す
る
よ
う
指
示
を
受
け
て

い
た
。雨
脚
は
徐
々
に
強
ま
り
14
時
30
分
頃
、

浸
水
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。

「
す
ぐ
に
通
行
止
め
に
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
通
ろ
う
と
す
る
車
は
い
る
し
、『
こ
れ

く
ら
い
な
ら
通
れ
る
だ
ろ
！
』
と
文
句
も
言

わ
れ
る
。
行
政
の
職
員
が
来
る
こ
と
は
な
い

の
で
、
実
際
に
現
地
を
見
て
状
況
判
断
し
、

対
応
を
報
告
・
進
言
し
ま
す
」

　

当
然
な
が
ら
通
行
止
め
に
は
「
解
除
」
が

今
年
６
月
２
日
、
愛
知
県
豊

橋
市
に
は
朝
か
ら
大
雨

（
浸
水
害
）
警
報
と
洪
水

警
報
が
発
令
さ
れ
て
い

建設業は「地域の守り手」と形容される。その存在の大きさが発揮されるのは「異常時」だ。
今日もまた、見えないところでどこかの建設会社がわれわれの〝日常〟を支えてくれている。

見えないところに今日もいる
災害・異常時支える建設業

文・編集部（野川隆輝）

愛知県を襲った台風２号は、家屋
の浸水や自動車の水没など、甚大
な被害をもたらした

Part 6

LOCAL COMPANIES

PHOTO BY KYODO NEWS/GETTYIMAGES
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WEDGE  REPORT

「水」は世界企業の戦略物資
日本流でリスク管理の強化を
多くのグローバル企業が水不足地域で製造施設を運営しており、水リスク管理が求められている。
持続的に水を活用するために日本企業と地域は今後、どのようなことをしていくべきなのか。

文・橋本淳司 Junji Hashimoto

水ジャーナリスト

企
業
の
生
産
活
動
に
水
は
欠

か
せ
な
い
が
、
多
く
の
水

資
源
を
使
用
す
る
業
種
と

は
何
か
。
経
済
産
業
省
に

よ
る
と
、
日
本
に
お
け
る
工
業
用
水
の
業
種

別
使
用
割
合
は
、
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品

製
造
業
（
27
％
）、
化
学
工
業
（
22
％
）、
鉄

鋼
業
（
14
％
）
だ
が
、
近
年
は
莫
大
な
水
量

を
使
用
す
る
業
種
が
登
場
し
て
い
る
。
半
導

体
産
業
で
あ
る
。
半
導
体
は
特
定
の
物
質
を

加
え
て
用
途
ご
と
の
電
気
的
性
質
を
与
え

る
。
不
純
物
が
付
着
す
る
と
性
質
が
変
化
し

て
し
ま
う
た
め
、
洗
浄
に
純
度
の
高
い
水
が

大
量
に
使
わ
れ
る
。

　

台
湾
の
半
導
体
大
手
、
台
湾
積
体
電
路
製

造
（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
に
よ

る
と
、
２
０
１
９
年
に
は
台
湾
の
３
つ
の
科

学
工
業
団
地
で
、
１
日
当
た
り
合
計
15
万
６

０
０
０
㌧
、
20
年
に
は
同
19
万
３
０
０
０
㌧

の
水
を
使
用
し
た
。
半
導
体
が
高
性
能
化
し

回
路
線
幅
が
小
さ
く
な
る
と
不
純
物
を
取
り

除
く
た
め
の
水
使
用
量
は
さ
ら
に
増
え
、
次

世
代
チ
ッ
プ
は
１
・
５
倍
の
水
を
消
費
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

意
外
な
と
こ
ろ
で
は
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

だ
。
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
研
究
チ
ー

ム
の
レ
ポ
ー
ト「M

aking AI Less  ‘Thirsty’ 

」

に
よ
る
と
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
ト
レ
ー
ニ

N
O

PPAW
AT TO

M
 C

H
A

R
O

EN
S IN

PH
O

N
/G

ET
T

YIM
A

G
ES

工業用水としての重要性が高まる水資源。〝使いっぱなし〟は許されなくなっている
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年
こ
の
時
期
に
な
る
と
年

中
行
事
の
よ
う
に
、
核
問

題
に
関
す
る
話
題
が
メ
デ

ィ
ア
を
賑
わ
せ
る
。

　

特
に
今
年
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
行
き

詰
ま
っ
た
ロ
シ
ア
が
局
面
打
開
を
狙
っ
て
戦

術
核
兵
器
を
使
う
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
世
界
的
に
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
不
穏
な
状
況
の
中
で
、
５
月
に

被
爆
地
・
広
島
で
開
催
さ
れ
た
主
要
７
カ
国

首
脳
会
議
（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）
で
は
核
の
脅

威
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
核
軍
縮
へ
の

努
力
を
謳
っ
た
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
な
る
も

の
が
採
択
さ
れ
た
。
各
国
首
脳
が
揃
っ
て
原

爆
ド
ー
ム
の
前
で
黙
禱
し
、
犠
牲
者
に
献
花

し
た
こ
と
も
有
意
義
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
広
島
や
長
崎
の
被
爆
者
た
ち
の

間
か
ら
は
、
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
は
全
く
不
十

分
だ
っ
た
と
の
不
満
と
落
胆
の
声
が
聞
か
れ

毎

WEDGE

OPINION

被
爆
地
・
広
島
で
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
は
記
憶
に
新
し
い
が
、世
界
の
核
の
脅
威
は
よ
り
強
ま
る
一
方
だ
。

核
廃
絶
と
核
抑
止
力
強
化
は
矛
盾
す
る
か
に
見
え
る
が「
両
立
は
可
能
」
だ
と
す
る
筆
者
の
見
解
と
は
。

「
核
廃
絶
」と「
核
抑
止
」は
矛
盾
せ
ず

日
本
は
堂
々
と
世
界
に
主
張
せ
よ

る
。「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
核
廃
絶
へ
の

は
っ
き
り
し
た
道
筋
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
だ
。

　

私
事
な
が
ら
筆
者
自
身
、
外
務
省
退
官
後

の
一
時
期
、
１
９
９
０
年
代
の
約
10
年
間
、

広
島
、
長
崎
両
市
長
の
外
交
顧
問
の
よ
う
な

立
場
に
あ
り
、
被
爆
者
た
ち
と
も
緊
密
に
交

流
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
方
々
の
切
実
な
気

持
ち
は
痛
い
ほ
ど
分
か
る
。

　

当
時
は
ソ
連
崩
壊
、
冷
戦
終
了
直
後
で
、

核
軍
縮
・
廃
絶
へ
の
機
運
が
世
界
的
に
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
、
私
は
、
核

戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）

日
本
支
部
の
特
別
顧
問
の
資
格
で
、
他
の
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
て
、「
北
東
ア
ジ
ア
非

核
兵
器
地
帯
条
約
」
や「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

（
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
の
草
案
作
り
に
も
取
り
組
ん

で
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
世
界
各
地
で
戦
争
や
地

戦術核兵器の脅威に晒されるゼレンスキー大統領は今、何を思うのか

PO
O

L/R
EU

TER
S

/A
FLO

金子熊夫
Kumao Kaneko

外交評論家・元外交官

1937年生まれ。米ハーバード大学法
科大学院卒。外務省で初代原子力課長、
日本国際問題研究所研究局長などを歴
任。退官後、東海大学教授（国際政治
学） 。現在、エネルギー戦略研究会会
長を務める。主著に「日本の核・アジ
アの核」 （朝日新聞社）、『小池 ・ 小泉
「脱原発」のウソ』 （飛鳥新社）。
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二
日
前
、
二
人
が
「
愛
し
合
っ
て
い
る
」
と
こ
ろ
を
撮

影
し
た
数
枚
の
写
真
が
、
議
員
個
人
の
メ
ル
ア
ド
に
送
ら

れ
て
き
た
。

　

送
信
者
は
、「
風
紀
係
」
で
、議
員
は
そ
の
人
物
と
明
日
、

会
う
ら
し
い
。

「
相
手
か
ら
の
要
求
は
？
」

「
カ
ネ
の
よ
う
だ
」

「
金
額
は
？
」

「
三
千
万
」

　

た
と
え
カ
ネ
を
用
立
て
て
も
、
一
度
払
え
ば
、
次
々
と

強ゆ

す請
ら
れ
続
け
る
。
そ
し
て
、支
払
い
が
切
れ
た
時
、「
愛

の
形
」
は
、
週
刊
誌
の
グ
ラ
ビ
ア
を
飾
る
。

「
カ
ネ
は
払
う
。
だ
が
、一
度
き
り
に
し
た
い
。
な
の
で
、

何
と
か
も
み
消
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
」

「
先
生
の
お
相
手
に
つ
い
て
の
情
報
を
戴
け
ま
せ
ん
か
」

　

美み
な
み
し
ょ
う

並
翔
、
十
四
歳
、
都
内
の
名
門
私
立
中
学
校
の
三
年

生
だ
と
い
う
。
そ
れ
以
外
に
分
か
っ
て
い
る
の
は
、
携
帯

の
番
号
だ
け
。

「
出
会
い
は
？
」

「
友
人
の
紹
介
だ
よ
」

「
先
生
が
、
翔
君
以
外
に
、
少
年
と
お
つ
き
あ
い
を
さ
れ

た
こ
と
は
？
」

「
あ
の
子
が
初
め
て
だ
。
そ
れ
に
、
少
年
を
買
っ
た
こ
と

は
、
な
い
」

　

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
魔
力
だ
け
は
、

け
っ
し
て
衰
え
な
い
。
い
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
隆
盛
で
、
こ
の

と
こ
ろ
の
熱
狂
ぶ
り
は
常
軌
を
逸
し
て
い
る
。

　

人
々
に
鬱
憤
が
溜
ま
っ
て
い
る
時
に
は
、
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
の
発
覚
こ
そ
が
、
社
会
を
活
性
化
す
る
効
果
が
あ
る
と

い
う
社
会
学
者
す
ら
い
る
。

　

そ
し
て
、
伊だ

て
ま
さ
よ
し

達
正
義
に
と
っ
て
は
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
は

飯
の
タ
ネ
だ
。

　

今
夜
も
、
高
級
ス
ー
ツ
を
ま
と
っ
た
男
が
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
の
せ
い
で
、
土
下
座
し
て
助
け
を
乞
う
て
い
る
。

「
こ
ん
な
深
み
に
嵌は

ま
る
と
思
っ
て
な
か
っ
た
ん
だ
。
気

が
つ
く
と
後
戻
り
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
全
て
を
失
っ

て
も
、
あ
の
子
と
添
い
遂
げ
た
い
と
思
っ
た
ん
だ
」

　

あ
の
子
、
と
は
十
四
歳
の
美
少
年
の
こ
と
だ
。

　

泣
き
な
が
ら
、
土
下
座
し
て
い
る
の
は
、
将
来
を
嘱
望

さ
れ
て
い
る
与
党
の
国
会
議
員
。
ハ
ー
バ
ー
ド
法
学
院
を

修
了
し
、
美
貌
の
妻
と
可
愛
い
娘
を
二
人
持
つ
、「
全
て

を
持
っ
て
い
る
イ
ケ
メ
ン
議
員
」
だ
。

「
先
生
、
お
顔
を
上
げ
て
下
さ
い
」

「
じ
ゃ
あ
、
助
け
て
く
れ
る
ん
で
す
か
」

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
は
、
甘
い
蜜
だ
。

　

セ
レ
ブ
だ
芸
能
人
だ
と
取
り
澄
ま

し
た
奴
ら
の
化
け
の
皮
が
剥
が
さ

れ
、
蔑

さ
げ
す

む
時
の
快
感
は
堪た

ま

ら
な
い
。

　

男
は
、
よ
う
や
く
起
き
上
が
っ
て
ソ
フ
ァ
に
腰
を
下
ろ

し
た
。
伊
達
が
話
を
聞
い
て
安
心
し
た
の
か
、
ひ
と
息
つ

く
よ
う
に
ア
イ
コ
ス
を
口
に
く
わ
え
た
。

「
で
も
、
買
わ
れ
た
こ
と
は
あ
る
ん
で
し
ょ
」

「
そ
れ
は
、
ノ
ー
マ
ル
で
」

「
若
い
女
性
、
で
す
か
」

「
二
回
ぐ
ら
い
だ
よ
」

　

そ
の
数
倍
は
、
斡
旋
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
…
…
。

「
若
い
と
は
、
何
歳
ぐ
ら
い
で
す
？
」

「
そ
れ
が
、
今
回
の
一
件
と
関
係
が
あ
る
と
？
」

「
も
し
か
し
て
、女
性
も
未
成
年
で
、
そ
の
ご
友
人
か
ら
、

未
成
年
だ
っ
た
ら
少
年
の
方
が
素
晴
ら
し
い
と
勧
め
ら
れ

た
の
か
と
思
っ
た
も
の
で
す
か
ら
」

　

議
員
は
、
放
心
し
た
よ
う
に
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
。

　

あ
や
う
く
ア
イ
コ
ス
を
落
と
し
そ
う
な
ぐ
ら
い
驚
い
て

い
る
。

　

つ
ま
り
、
推
測
通
り
と
い
う
こ
と
だ
。

「
今
ま
で
少
女
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
方
と
、
今
回
の
翔

君
の
紹
介
者
は
、
同
じ
で
す
か
」

「
い
や
、
彼
か
ら
紹
介
を
受
け
た
の
は
、
初
め
て
だ
。
君

が
言
う
よ
う
に
、
ま
さ
に
奨
め
て
く
れ
た
ん
だ
」

「
そ
の
方
の
情
報
を
戴
け
ま
す
か
」

　

議
員
は
ス
マ
ホ
の
連
絡
先
画
面
を
こ
ち
ら
に
見
せ
た
。
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